
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

比々多北部地区
（神戸・串橋・笠窪・木津根を除く）

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者がいない農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者が未確定の農業者の耕作面積の合計
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１０．０ｈａ

１５２．０ｈａ

９０．０ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７２才以上（回答者の平均年齢を超える農業者）の農業者の耕作面積の合計 ３７．２ｈａ

直近の更新年月日市町村名

伊勢原市 -令和4年2月8日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

０．８ｈａ④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積よりも、７２才以上で後継者がいない農業者の耕作面積の方
が１５ha多く、新たな農地の受け手の確保が必要。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

比々多北部地区の農地利用は、次のとおり中心経営体に集積・集約化をしていく。
【三ノ宮】：（畑）AI

なお、上記中心経営体への農地集積・集約化は限界があるため、上記以外の地域の農地利用含め入作を希望
する認定農業者や認定新規就農者の受入れを促進させることを中心に対応していく。

（備考）
アンケート調査結果について、別紙資料のとおり



（参考）　中心経営体
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針
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農地の貸付け等の意向
 　貸付け等の意向が確認された農地は、９６筆、６７，１６６．８１㎡（６７１．６a）となっている。
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